
図書館だより 
卒業式が目前に迫ってきました。34回生のみなさん、おめでとうございます。 

目標に向かって図書室で過ごす 3年生の姿は、後輩たちの中に残っていくことでしょう。 

毎年変わらない風景で、頼もしく思っています。 

 

春から地元を離れて、新しい場所で暮らす人もいますね。 

新しい場所に馴染む方法として、みなさんはどんなことを思いつきますか。 

友達を作る、散歩をする、お気に入りの店をみつける、歴史を調べるなど方法は色々ありますね。 

私は、その土地の図書館を訪れることをおすすめします。 

自分のいる場所について食べ物や歴史、地理がわかるとなんとなく安心しませんか。 

郷土資料を収集するのも、図書館の大事な仕事になっています。 

北三の図書室にも郷土資料コーナーがあります。兵庫県や三田市にゆかりのある本を置いて 

います。図書委員さんが「兵庫の四季」というテーマで案内ポスターを作ってくれました。 

文庫本近くの書架になりますので、のぞいてみてください。 

 

 

                 

 

ディスプレイ棚には、北三にゆかりのある 3名を本とともに紹介しています。 

 

山田拓朗さん（22回生）  2020東京パラリンピック競泳では 8位に入賞されました。 

在校生向けの講演会では、ユーモアを交えたお話と優しいまなざしが

印象的でした。山田選手の人生を描いた本も出ています。 

『もっともっと速くなれる』沢田俊子 著 新日本出版社 2018年 

 

澤西裕典さん（17回生）  2011年に『フラミンゴの村』という作品で、第 35回すばる 

文学賞を受賞されました。京大大学院では芥川龍之介を研究され、 

現在は龍谷大学で教えておられます。2018年東京都立高校の入試 

問題に『辞書に描かれたもの』が採用されるなど、作家・研究者と 

して活躍されています。作家ではゆうてん・研究者としてはゆうすけ

名義にされています。 

『フラミンゴの村』澤西裕典 著 集英社 2012年 

 

どうもえんどうさん     19回生・25回生の担任として本校で勤務されていた遠藤周志先生 

              のペンネームです。残念ながら遠藤先生は 25回生の卒業後、この世

を去ってしまわれました。図書室には本とともに、寄贈いただいた 5

脚の椅子が北三生を見守っています。 

             『おそれいりましたインド』どうもえんどう 著 新風舎 2007年  
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今年も卒業式の前に『まいにちがプレゼント』（金の星社）という絵本を、ディスプレイ棚に 

飾りました。兵庫県出身の絵本作家いもとようこさんの作品です。 

 

「あなたのために、あたらしいきょうがやってくる」 

 

アメリカで回っていた作者不詳のチェーンメール 

「時間銀行」この文から絵本が生まれました。 

良いことも辛いことも昨日になり、新しい今日が始まる。 

だから今日はプレゼント！ 

小さなハリネズミと一緒に感じてみませんか 

 

 

 

 

 

生徒会長荒木君におすすめ本を教えてもらいました。この本は小学生の時に読んだそうです。 

小・中学生の時はよく読書をしていましたが、今はほかにやることが多く本を読む時間が 

なかなか取れないそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会長さんのおすすめ本を紹介します  

開館時間 

『永遠の０』 百田尚樹 太田出版 

 

テーマは戦争で、なかなか読んでみようと思う人がいないかもしれな

いけど、知識がなくても読めるし、平成で一番売れた小説で想像以上

にスラスラ読めるため、みんなにおすすめです！ 

 

【気に行っているシーン】 

主人公の宮部が旧日本軍の方針に反して、何が何でも生き残ろうとす

る行動の真意が分かる場面が読んでいて印象に残っています。  

伝えたいことば  

開館時間 



 

 

 

図書館での業務の 1つがレファレンスです。図書館学では 

「いっしょに本や情報を探します」という意味を持ち、 

重要な仕事とされています。 

インドの学者ランガナタンが提唱した「図書館学の 5法則」は、図書館に関わる人が必ず学ぶ 

5法則です。4番目が時間に関する提言になっています。 

 

SAVE THE TIME OF THE READER．  

図書館利用者の時間を節約せよ。 

 

図書室では提出されたレファレンスシートを基に、本や情報にすばやくたどり着くお手伝いを 

します。学年によって必要な本や情報が異なりますので、どんどん利用してください。 

 

35回生のみなさんはよく利用し、書架で本を手に取る姿も日常の光景になっていました。 

なんと令和 3年度の貸出冊数は昨年度より 7倍あまり増え、1000冊を超えました！ 

延滞本はありませんか？手元に本がある人は、返却 BOXへお願いします。 

 

36回生のみなさんも、4月より課題研究が始まります。 

まずはレファレンスシートを活用して、どんな本がどこにあるのか知る所から始めてください。 

締切は 3/3（木）です。図書室入り口に回収 BOXを置いています。 

追加や新しい用紙が必要なら、入り口とカウンターのものを使ってください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レファレンスシートについて  

開館時間 

  ここに記入してください。 

キーワードなどだけでも 

大丈夫です。 

 

1年締切 3/3 



 

 

 

 

著書名 著者 出版社 

親の支配脱出マニュアル 藤木美奈子 講談社 

荘園 伊藤俊一 中央公論新社 

最強脳『スマホ脳』ハンセン先生の特別授業 A・ハンセン 新潮社 

人は聞き方が 9割 永松茂久 紀伊国屋書店 

人は話し方が 9割 〃 〃 

1万人の脳を見た名医が教えるすごい左利き 加藤俊徳 〃 

源氏物語解剖図鑑 佐藤晃子 〃 

※歴史と何か E・H・カー 岩波書店 

※日本の思想 丸山真男 〃 

※戦前昭和の国家思想 井上寿一 講談社 

※論より詭弁 香西秀信 光文社 

※清朝と近代世界：19世紀 吉澤誠一郎 岩波書店 

※ヒトラーとナチ・ドイツ 石田勇治 講談社 

※歴史が面白くなる東大のディープな日本史 相澤理 中経出版 

※歴史が面白くなる東大のディープな日本史２ 〃 〃 

※殺人犯はそこにいる 清水潔 新潮社 

※雪ぐ人 佐々木健一 〃 

※昭和史 遠山茂樹 岩波書店 

※戦争ができなかった日本 山中恒 角川書店 

※松岡外交 服部聡 千倉書房 

※NHKさかのぼり日本史 御厨貴 NHK出版 

※戦争まで 加藤暢子 朝日出版社 

※日独伊三国同盟の起源 石田憲 講談社 

※の本は荻野先生より寄贈していただいた本です。良書をたくさんありがとうございました。 

 

 

 

 

32回生の呼びかけで、後輩へ参考書を送ろうというという「先輩文庫」ができました。 

34回生に寄贈本を募ったところ、17日の登校日後、早速持参してくれた人がいます。 

ありがとうございました。 

回収 BOXは図書室前に置いています。引き続きご協力をお願いします。 

 

 

 

 

考査後   45分授業になるため、お昼から 16：50まで 

    春休みは館内業務のため、休館になります。使用したい人は相談してください。 

開館時間について 

  

開館時間 

先輩文庫 寄贈本 募集中！ 

  

開館時間 

1・2月新着本 


